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令
和
七
年
三
月
八
日
　
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
に
お
き
ま
し
て
、

猶
有
斎
お
家
元
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
支
部
設
立
六
十
五
周
年
と
青
年

部
設
立
十
五
周
年
を
祝
い
、
ま
た
、
世
界
の
平
和
を
願

っ
て
献
茶
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第31号

令和 7年 5月 1日

(―社)表千家同門会
長崎県支部
T852-8056
長崎県長崎市
大宮町14-40
岩倉 洋子方
TEL&FAX
095-827-7755

支
部
長
あ
い
さ
つ

表
千
家
同
門
会
長
崎
県
支
部

支
部
長

松
田
　
賢

一

若
葉
の
香
り
が
さ
わ
や
か
に
感
じ
、
お
茶
を
楽
し
む
よ
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
は
、
如
何
お
過
ご
し
で
ご

ざ
い
ま
し
よ
う
か
。

会
貝
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
昨
年
度
、
令
和
六

年
度
の
支
部
活
動
も
、
教
授
者
講
習
会
、
茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ

る
市
民
講
座
、
資
格
者
講
習
会
、
総
会

。
一
般
講
習
会
、
体
験

学
習

「
こ
ど
も
茶
道
ク
ラ
ブ
」
、
天
然
忌
、
茶
の
湯
文
化
に
ふ

れ
る
市
民
茶
会
、
茶
先
供
養
、
利
休
忌
と
順
調
に
進
ん
で
、
い

よ
い
よ
年
度
末
の
三
月
七
日

・
八
日
に

「支
部
設
立
六
十
五
周

年
並
び
に
青
年
部
設
立
十
五
周
年
記
念
行
事
」
を
執
り
行
い
ま

し
た
。
こ
の
周
年
記
念
行
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
、
「支

部
設
立
六
十
五
周
年
並
び
に
青
年
部
設
立
十
五
周
年
記
念
行

事
」
特
集
号
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
が
、
五
年
前
に
計
画
し
て
い
た

「支
部
設
立
六
十
周
年
並

び
に
青
年
部
設
立
十
周
年
」
を
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、

取
り
や
め
に
し
た
た
め
、
十
年
ぶ
り
の
行
事
と
し
て
、
支
部
役

員
、
事
務
局
、
幹
事
、
幹
事
補
佐
を
は
じ
め
支
部
会
員
が

一
体

と
な

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
笥

こ
そ
薄
拳
に
あ
独
ヒ
開
く
も

の
を

級
細
に
な
せ
し
人
は
あ
や
ま
り

‥
…
・

刺
然
否
で
よ
り

令
和
七
年
、
二
〇
二
五
年
が
、
長
崎
被
爆
八
十
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
、
「
長
崎
よ
り
平
和
と
安
寧
」
を
祈
り
、
浦
上
天

主
堂
に
て
、
表
千
家
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
を
お
迎
え
し
て
献
茶

の
ご
奉
仕
を
賜
り
、
併
せ
て
記
念
茶
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

七
日
、
お
家
元
が
長
崎
到
着
後
、
原
爆
落
下
中
心
地
碑
に
献

花
の
ご
奉
仕
を
賜
り
、
併
せ
て
、
自
ら
折
ら
れ
た
鶴
を
加
え
て
、

二
万
羽
の
千
羽
鶴
を
会
員
と
共
に
お
供
え
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。七
日
夕
刻
か
ら
の
記
念
式
典
で
は
、
お
家
元
ご

一
行
と
地
元

各
界
を
代
表
す
る
来
賓
各
位
と
、
九
州

・
山
口
か
ら
の
同
門
会

支
部
役
員

・
会
員
、
長
崎
県
支
部
会
員
合
わ
せ
て
三
五
〇
人
を

超
え
る
参
加
者
が
鏡
開
き
、
龍
踊
り
を
楽
し
み
歓
談
さ
れ
ま
し

た
。八
日
、
浦
上
天
主
堂
に
て
の
献
茶
式
で
は
、
お
家
元
猶
有
斎

宗
匠
の
献
茶
を
初
め
て
拝
見
す
る
方
が
多
く
、
県
内
外
か
ら

三
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
並
行
し
て
新
し

い
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」
で
は
、

濃
茶
席
、
薄
茶
席
、
拝
服
席
、
点
心
席
で
、
約
六
〇
〇
名
の
お

客
様
を
歓
待
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
席
主
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
、
下
川
顧
問

・
崎
陽
会
、
円
田
特
別
参
与

・
副
島
参
与
、

青
年
部
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
度
の
支
部
行
事
も
、
昨
年
度
同
様
、
計
画
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
、
国
民
文
化
祭

「
な
が
さ
き
ピ
ー
ス

文
化
祭
二
〇
二
五
」
で
、
私
共
支
部
が
十
月
十
二
日

・
十
三
日
、

県
庁
ロ
ビ
ー
と
入
階
に
て
、
呈
茶
を
振
る
舞
う
計
画
が
あ
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
方
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
日
々
の
活

動
に
臨
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

支 部 旗
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奉
誇
み
琴

井
手
　
　
聰

顧
問

「長
崎
喫
茶
会
メ
モ
」
．

こ
の
度
は
、
「長
崎
喫
茶
会
メ
モ
」
と
し
て
、
貴
重
な
記
録
・

研
究
を
井
手
聰
顧
問
様
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（な
お
、

文
中
の
お
名
前
は
敬
称
を
略
し
て
お
り
ま
す
）

長
崎
に
お
け
る
表
千
家
茶
道
は
家
元
制
度
の
下
、
教
授
者
に

よ
り
行
わ
れ
教
え
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
十
七
年
、
同
門
会
が
作

ら
れ
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
九
州
支
部
の
長
崎
地
区
が
で
き

て
地
区
長
に
古
賀
与
助
が
な
ら
れ
た
。
既
に
明
治
時
代
か
ら
茶

道
は
、
表
千
家
、
裏
千
家
、
鎮
信
流
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た

が
、
こ
れ
と
は
別
に
数
寄
者
に
よ
り

「喫
茶
会
」
と
し
て
区
別

な
く

一
緒
に
茶
会
が
行
な
わ
れ
て
も
い
た
。
表
千
家
で
は
平
石

入
郎
、
森
田
就
道
、
青
木
休
七
郎
、
品
川
東
十
郎
な
ど
―
吸
江

斎
門
、
松
田
源
五
郎
、
杉
山
吉
太
郎
、
帯
屋
宗
七
、
高
谷
露
風

な
ど
―
像
々
斎
門
、
足
立
滝
次
郎
、
高
見

一
平
、
永
見
寛
二
、

横
田
万
次
郎
、
石
崎
喜
市
、
松
田

一
三
、
堀
池
げ
ん
、
古
賀
与

助
な
ど
―
怪
斎
門
等
々
の
名
前
が
あ
る
。

大
正
初
年
頃
、杉
山
吉
太
郎

（迎
陽
亭
主
人
）
は
松
田
源
五
郎
、

三
二
　
一
門
、
足
立
滝
次
郎
、
横
田
万
次
郎

（末
吉
重
次
郎
の
師
）

ら
と

「長
崎
喫
茶
会
」
を

つ
く
り
、
表
千
家
、
裏
千
家
、
鎮
信

流
な
ど
と
区
別
な
く
お
茶
を
愛
す
る
他
の
数
寄
者
と
と
も
に
毎

月
茶
事
を
楽
し
ん
で
い
て
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
最
も
盛
ん
で

あ

っ
た
。

昭
和
十
年
代
頃
か
ら
は
松
田

一
三

（十
人
銀
行
頭
取
）
の
下
、

末
吉
重
次
郎

（美
術
商
）
、
松
田
嘉

一

（心
田
庵
）
、
高
木
智
寛

（高
木
内
科
外
科
十
善
会
病
院
前
身
）
、
林
田
浦
治

（林
田
内
科

行
成
明
子
元
特
別
参
与
の
父
）
、
井
手
政
雄

（井
手
外
科
長
崎

市
医
師
会
長
）
が
い
て
戦
後
、
山
下
平
入
郎
、
大
久
保
秀
久
、

行
成
美
也
、
岩
永
関
雄
が
加
わ
り
、
他
に
呑
田
、
岩
永
、
小

林
、
松
田
直
太
朗
等
々
が
時
々
参
加
さ
れ
て
い
る
。
松
田

一
三

が
昭
和
三
十
四
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
後
は
ご
子
息
の
松
田
塙

一

（賢

一
支
部
長
の
父
）
が
加
わ
ら
れ
た
。
喫
茶
会
は

一
、
八
月
を

除
き
月
に

一
回
持
ち
回
り
で
行

っ
て
い
た
よ
う
で
、
会
記
ら
し

き
メ
モ
に
は
戦
時
戦
後
の
物
資
食
糧
難
時
代
の
昭
和
十
九
年
、

二
十
二
年
に
も
菓
子
に
カ
ス
テ
ラ
、
羊
羹
、
最
中
、
と
あ
る
。

昭
和
三
十

一
年
三
月
に
同
門
会
九
州
支
部
長
崎
地
区
大
会
に

即
中
斎
宗
匠
が
来
ら
れ
た
折
、
桃
太
昌
で
の
歓
迎
会
、
花
月
で

の
茶
会
に
喫
茶
会
も
携
さ
わ
り
、
後
に
即
中
斎
宗
匠
よ
り

「竣

浦
人
景
」
の
銘
の
茶
杓
を
頂
い
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
七
年
か
ら
の
朝
好
会

（長
崎
研
修
会
の
前
身
）

の
生
形
貴

一
宗
匠
の
諏
訪
神
社
の
献
茶
会
、
眉
寿
祝
い
の
会
な

ど
に
も
携
わ

っ
て
い
る
。

昭
和
三
十
五
年
に
長
崎
市
名
誉
市
民
、
元
長
崎
大
学
学
長
古

屋
野
宏
平
先
生

（高
木
智
寛
、
井
手
政
雄
の
恩
師
）
を
支
部
長

に
迎
え
、
表
千
家
同
門
会
長
崎
支
部
が
発
会
し
て
い
る
が
、
そ

の
時
の
記
念
茶
会
の
添
釜
や
、
色
々
な
支
部
茶
会
で
の
後
援
、

添
金
、
聖
福
寺
で
の
月
釜
の
呼
び
か
け
等
々
に
尽
力
し
て
い
る
。

松
田

一
三

（昭
和
三
十
四
年
没
）
の
後
、
井
手
政
雄
は
昭
和

四
十
年
に
亡
く
な
り
、
ま
た
、
松
田
嘉

一
、
林
田
浦
治
、
末
吉

重
次
郎

（高
木
智
寛
は
昭
和
二
十
二
年
没
）
が
亡
く
な
ら
れ
た

後
も
、
昭
和
五
十
年
こ
ろ
ま
で
は
喫
茶
会
は
続
い
て
い
た
ら
し

い
が
詳
し
く
は
判
ら
な
い
。

今
は
、
長
崎
研
修
会
、
教
授
者
講
習
会
、
資
格
者
講
習
会
、

総
会

，
一
般
講
習
会
、
崎
陽
会
、
長
崎
市
民
茶
会
、
青
年
部
会
、

聖
福
寺
四
季
釜
、
茶
笙
供
養
、
利
休
忌
、
天
然
忌
、
全
国
大
会
、

支
部
大
会
な
ど
色
々
と
茶
会
や
研
修
会
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
の
喫
茶
会
み
た
い
な
会
も
沢
山
あ
れ
ば
喜

ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
昨
今
の
人
口
減
少
の
中
、
少
し
で
も
会

員
が
増
え
日
本
文
化
の
為
に
寄
与
で
き
る
の
を
願
う
。
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表千家同門会長崎支部結成記念

昭和3珂 年 3月

即中斎宗匠 (最前列右から3番 目)を囲んで
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（
和
七
年
度
　
亮
寿
及
彰

本
年
度
は
次
の
方
々
が
亮
寿
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（五
十
音
順
）

美
津
子

市
　
子

雅
　
子

工
　
昭

幸
　
子

美
津
子

美
知
子

百
　
枝

和
　
子

多
恵
子

君
　
子

稚
枝
子

民
　
子

早
稲
田
　
佳
　
子

（以
上
　
一
一十
人
名
　
本
部
表
彰
）

里
〔　
田
　
ケ
イ
子
　
様

（以
上
　
　
　
一二
名
　
支
部
表
彰
）

（
和
七
年
度
　
支
部
特
別
功
芳
芳
及
彰

長
年
の
功
績
に
対
し
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
①

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

下

川

達

爾

様

　

円

田

幸

子

様

（
和
七
年
度
　
支
部
功
芳
芳
及
彰

長
年
の
功
績
に
対
し
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

横 峯松 本平 漬 永 寺 田 白塩 大 稲 石

田松 元 多 方 崎 富 尾 中石 崎 田富 田

博 ス佐 利 恵 久 知悦  みみ典 啓砂
ヱ知    恵  博 どち
美 子 子 子 子 美 子子  りえ子 子枝

様 様 様 様 様 様 様 様様 様様 様 様 様

山松 前 藤 久 馬 中田竹 篠古 岩井

内本 田井松 場 路 中内 田賀 永 手

様 様 様 様 様 様 様 様様様 様 様 様 様

田 岡

中 田

淑 久

友

田

久

平

様

美
子
　
様

子
　
様

（
和
六
年
度
　
行
事
銀
各

教
授
者
講
習
会

令
和
六
年
五
月
十
日
（金
）

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
　
一立
山
亭

受
講
者
数
　
四
十
七
名

（う
ち
再
受
講
　
九
名
）

講
師

熊
倉
　
岐
晃

宗
匠

教
本

「床
の
間
、
掛
物
、
花
入
」

実
技

「軸
飾
」
「花
所
望
」
「濃
茶
」

宗
匠
か
ら
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

掛
け
軸
の
あ
て
紙
を
各
自
で
作
る

な
ど
実
践
も
あ
り
、
緊
張
し
な
が
ら

も
宗
匠
の
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
作

業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

茶

の
湯
文
化

に
ふ
れ
る
市
民
講
座

令
和
六
年
六
月
九
日
（日
）

長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
者
数
　
一
二
企
二
名

（同
門
会
会
員
一
九
三
名
　
一
般
七
十
名
）

講
師
　
県
指
定
無
形
文
化
財
「長
崎
刺
繍
」

技
術
保
持
者

嘉
瀬
　
照
太

氏

「長
崎
刺
繍
」
再
発
見
塾
　
塾
長

嘉
瀬
　
路
子

氏

演
題

「長
崎
刺
繍
の
輝
」

会
場
の
両
サ
イ
ド
に
貴
重
な
長
崎
刺

繍
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
請
演
前
か
ら

多
く
の
方
が
列
に
並
び
、
興
味
深
く
ご

覧
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
長
崎
刺
繍
と
お
く
ん
ち

と
の
関
わ
り
、
修
復
の
大
変
さ
、
若

い

後
継
者
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
ご
夫
婦

で
お
話
く
だ
さ
り
、
お
二
人
の
長
崎
刺

繍
に
対
す
る
愛
が
詰
ま
っ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

資
格
者
講
習
会

令
和
六
年
七
月
六
日
（土
）

長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
席
者
数
　
一
一四
九
名

（内
県
外
三
名
）

講
師

森
　
卓
加
史

宗
匠

高
橋
　
克
則

先
生

実
技
　
「茶
通
箱
」
「薄
茶
」

当
日
配
布
す
る
資
料
解
説

担
当
　
講
　
習
　
席
　
十
二
組

（橋
村
幹
事
）

呈
　
茶
　
席
　
十
三
組

（寺
本
幹
事
）

受
付

・
接
待
　
一　
組

（鈴
木
幹
事
）

本イ,6年 度
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支
部
総
会

。
一
般
講
習
会

令
和
六
年
七
月
七
日
（日
）

長
崎
市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

出
席
者
数
　
一
一七
五
名
（内
県
外
三
名
）

講
師

森
　
淳
加
史

宗
匠

高
橋
　
克
則

先
生

実
技
　
「濃
茶
」
「後
炭
特
「薄
茶

（替
茶
碗
と

講
話
　
「了
々
斎
の
話
」

担
当
　
講
　
習
　
席
　
一
一　
組

（喜
浦
幹
事
）

呈
　
茶
　
席
　
四
　
組

（牧
山
幹
事
）

受
付

・
接
待
　
一二
　
組

（谷
口
幹
事
）

天
然
忌

令
和
六
年
九
月
二
十
二
日
（日

・
祝
）

春
徳
寺
　
大
悲
閣

出
席
者
数

　
一
七
四
名

お
茶
湯
　
花
寄
せ
　
且
座
　
数
茶

担
当
　
七
事
式〓一　
組

（谷
口
幹
事
）

呈
茶
席一一　
組

（喜
浦
幹
事
）

厳
し
い
残
暑
の
中
、
法
要

・
お
茶
湯
の
あ
と
、
天
然
忌
に
因

ん
だ
七
事
式
に
、
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ
る
体
験
学
習

「
こ
ど
も
茶
道
ク
ラ
ブ
」

令
和
六
年
七
月
二
十
日
～
十
月
五
日
　
全
七
回

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
　
工立
山
亭

参
加
者
　
一
一十
名

最
終
回
に
は
、
各
々
が
家
族
の
前
で
お
点
前
を
し
、
薄
茶

一

服
差
し
上
げ
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
た
ち
も
、
自
分
の
子
ど
も
が
点
て
た
お
茶
を
嬉
し

そ
う
に
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
初

め
て
の
受
講
者

は
、
お
家
元
か

ら
の

「習
の
は

じ
め
」
を
松
田

支
部
長
か
ら

一

人

一
人
い
た
だ

き
ま
し
た
。

J

1邑

採
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学

茶

の
湯
文
化

に
ふ
れ
る
市
民
茶
会

令
和
六
年
十

一
月
十
日
（日
）

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

参
加
者
　
一
般
市
民

・
学
生

。
同
門
会
会
員

延
べ
一
二
〇
〇
名

目
立
本
　
愛
子

参
与

立
山
亭

昨
年
ま
で
は
各
服
点
て
で
し
た
が
、
今
回
か
ら
通
常
の
お
濃

茶
席
に
戻
り
ま
し
た
。
心
の
こ
も

っ
た
お
席
で
な
お
い
っ
そ
う

お
い
し
い
お
濃
茶
で
し
た
。

補
佐
席
　
書
院

朝
か
ら
の
雨
で
外
に
設
え
た
水
屋
も

テ
ン
ト
に
水
が
た
ま
り
、
始
ま
る
前
か

ら
大
変
で
し
た
。

参
会
の
方
々
の
笑
顔
に
疲
れ
も
吹
き

と
ん
だ
よ
う
で
す
。
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学
生
席
　
回
廊

長
崎
県
立
諫
早
商
業
高
等
学
校

雨
天
の
た
め
、
回
廊
に
場
所
を
変

更
し
て
席
を
設
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
臨
機
応
変
に
、
学
生
ら
し
く
さ

わ
や
か
に
お
も
て
な
し
の
心
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

子
供
席
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

日
ご
ろ
の
お
糟
古
や
こ
ど
も
茶
道

ク
ラ
ブ
で
の
活
動

の
成
果
を
生
か
し

て
、
お
点
前
や
お
運
び
を
行

い
、
多

く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

四
季
釜

令
和
六
年
四
月
二
十

一
日
（日
）

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
　
工立
山
亭

出
席
者
　
二
〇
九
名
　
（表
千
家
　
一
一
〇
名
）

担
当
　
薄
茶
席
　
七
　
組

（本
田
幹
事
）

茶
第
供
養

。
物
故
者
追
善
供
養
法
要

令
和
六
年
十
二
月
一
日
（日
）

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
　
工立
山
亭

・
書
院
　
他

出
席
者
　
一
一七
〇
名
　
（同
門
会
会
員

一
一
六
名
）

担
当
　
濃
茶
席
　
九
　
組

（柴
田
幹
事
）

学校

茶道部
活動紹介

長
崎
県
立
諫
早
商
業
高
等
学
校

指
導
者

告
崎
　
範
子

山
口

凛
寧
　
部
長
談

諫
早
商
業
高
校
は
、
二
十
四
年
ぶ
り
に
学
生
席
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
茶
会
と
い
う
貴
重
な
会
で
、
お
点

前
を
経
験
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
な
い
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

回
廊
で
の
お
席
は
、
お
茶
や
お
菓
子
に
雨
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
配
慮
し
な
が
ら
で
き
ま
し
た
が
、
お
客
様
も
大
変
だ

っ
た
と

思
い
ま
す
。

慣
れ
な
い
中
で
の
お
茶
会
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
歴
史
あ
る

お
茶
会
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

師
走
に
入
り
、
お

忙
し
い
中
、
吉
崎
先

生
は
じ
め
多
数

の
生

孔
さ
ん
た
ち
が
迎
え

て
く

だ

さ

い
ま

し

た
。

茶

室

に

入

る

と
、
歴
史
あ
る
た
た

ず
ま

い
に
感
激
し
ま

し
た
。
生
徒
さ
ん
た
ち

の

活
発
に
活
動
し
て
い

る
様
子
に
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。

取
材
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し

て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

青

年

部

活

動

第
十

一
回

ハ
イ

ス
ク
ー
ル
茶
会

ｉｎ
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ

ス

令
和
六
年
五
月
十
八
日

（土
）

〈表
千
家
学
校
茶
道
参
加
校
〉

長
崎
県
立
諫
早
高
等
学
校

長
崎
県
立
諌
早
商
業
高
等
学
校

長
崎
県
立
西
陵
高
等
学
校

長
崎
県
立
佐
世
保
北
高
等
学
校

長
崎
県
立
長
崎
北
高
等
学
校

長
崎
県
立
長
崎
西
高
等
学
校

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
り
体
験

令
和
六
年
九
月

一
日

（日
）

ア
マ
ラ
ン
ス

青
年
部
主
催
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
茶
会

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日

（日
）

長
崎
県
美
術
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
が
文
化
の
ひ
ろ
ば

（茶
道
体
験
）

令
和
七
年

一
月
十
八
日

（土
）

み
ら
い
長
崎
コ
コ
ウ
オ
ー
ク
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教授者講習会 令和 7年 5月 9日 (金 )
長崎歴史文化‖専物館 立山亭

茶の湯文化にふれる市民講座

6月 8日 (日 )

長崎市民会館文化ホール

資格者講習会     7月 26日 (土 )

長崎市民会館文化ホール

支部総会 ,一般講習会 7月 27日 (日 )
長崎市民会館文化ホール

茶の湯文化にふれる体験学習

「こども茶道クラブ」

6月 14日 (土 )～ 9月 13日 (土 )
討 7回

長崎歴史文化悼物館 立山亭

天然忌        9月 21日 (日 )

長崎市民会館 地下展示ホール

ながさきピース文化祭2025

10月 12日 (日 )・ 13日 (月 ・秒D
長崎県庁

茶の湯文化にふれる市民茶会

H月 2回 (日 )

長崎歴史文化博物館

茶先供養 12月 7日 (日 )

長崎歴史文化博物館

利休忌 令和 8年 未 定
春徳寺

同
門
会
入
会
の
す
す
め

同
門
会
の
充
実
、
活
性
化
、
若
い
世
代
の
育
成
の
た
め
に
お
社
中

や
友
人
の
方
々
へ
大
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

☆
人
会
資
格

＊
不
審
奄
に
入
門
し
、
入
門
の
許
状
が
手
も
と
に
あ
る
こ
と

＊
先
生

（会
員
）
の
ご
紹
介
が
あ
る
こ
と

☆
受
付
期
間
　
一
年
を
通
し
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

☆
入
会
中
込
書

入
会
中
込
書
の
様
式
が
変
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

以
前
の
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
支
部
役

員
あ
る
い
は
支
部
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ａ

（０
９
５
１
８
２
７
１
７
７
５
５
）

同
門
三
月
号
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

青
年
部
入
会
の
す
す
め

ご

一
緒
に
青
年
部
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

０
新
入
会
の
お
中
し
込
み
は
、
先
生
を
通
し
て
長
崎
県
支
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
入
会
資
格
者
は
、
表
千
家
不
審
奄
入
門
者
で
、
十
人
歳
か
ら

四
十
五
歳
ま
で
の
青
年
男
女
で
す
。

●
年
会
費
は
二
千
円
で
す
。

表千家ホームページと

稽古場案内

*春、秋に行われる全国大会への参加

*北山会館 (京都)の優待入場・呈茶
*提携美術館の入館料の優待割引

*表千家会館の利用

*支部の各種催しへの参加

総会、講習会、天然忌、利休忌、

市民講座、市民茶会等々

*他県支部の行事への参加

出雲夫社、厳島神社等献茶式や懸釜

*月 刊機関誌「同門」の配布

*九州茶道館の行事に参加

(月 釜、初釜)

表千家不審奄について

詳細はホームページ

「茶の湯 こころと美J

www omotesenke∫ p

をご覧ください

<稽古場案内>
稽古場をお探しの方は、表千家不審篭事務局
「稽古場案内」係 (075-4313281)へ お問
い合わせください。
なお、ホームベージでもご覧いただけます。

爵門会会員になると

表千家の!お茶iが楽しめます

Ξぞ≡[三 :::ぞ

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

簸
令
和
八
年
売
寿
表
彰
中
請
に
つ
い
て

・
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年
以

上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前
に
入
会
）
の
方

・
昭
和
二
十
四
年
以
前
生
ま
れ
で
、同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年

以
上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前
に
入
会
）
し
表
彰
を
受
け
て

い
な
い
方
（支
部
総
会
で
表
彰
）

い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
身
で
本
部
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

確
認
の
う
え

「亮
寿
表
彰
申
請
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
中
し
出
方
法

〈官
製
は
が
き
〉

61012引 01017121一Ｔ
京
都
市
上
京
区
寺
之
内

通
堀
川
束
入

百
々
町
五
三
六
番
地

表
千
家
同
門
会

売
方
表
彰
係

亮
寿
表
彰
中
請
苦
希
望

①
会
員
呑
号

②
氏
名

（ふ
り
が
な
）

③
■
年
月
日

①
郵
便
呑
号
　
住
所

⑤
電
話
番
号

はがき記載例

はがき表

※
売
寿
表
彰
中
請
期
限
　
令
和
七
年
十
二
月
末
日

ｅ
変
更
届
に
つ
い
て

転
居
な
ど
に
よ
る
住
所

・
所
属
支
部
の
変
更
や
、
住
所
表
記
の

変
更
、
氏
名
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
官
製
は
が
き
に

「住
所
・

氏
名
変
更
」
と
明
記
し
、
本
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（記
入
例
　
令
和
七
年

「
同
門
」
三
月
号
参
照
）

な
お
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
付

い
た
し
ま
す
。

等
退
会
、
死
亡
届
け
は
ハ
ガ
キ
で
直
接
本
部

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
は
右
記
の
売
寿
表
彰
参
照

等
同
門
会
会
費
の
払
込
み
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
の
同
門
会
費
は
、
六
月
末
が
払
込
み
期
限
で
す
。

鰺
不
審
奄
納
付
金
の
払
込
み
に
つ
い
て

令
和
七
年
度
の
不
審
奄
納
付
金
は
七
月
末
が
払
込
み
期
限
で
す
。

組

へ
の
お
誘

い

長
崎
県
支
部
は
、
会
員
さ
ん
が
十
二
の
組
に
分
か
れ
て
、
行

事
ご
と
に
講
習
席
や
呈
茶
席
な
ど
の
係
を
担
当
し
て
い
ま
す
．

ま
だ
、
組
に
入

っ
て
い
な
い
方
も
、
い
ず
れ
か
の
組
に
所
属

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
こ
ご
不
明
の
点
は
お
気
軽
に

事
務
局

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
こ

一・一一一一嚢

一一
一一

周
年
行
事
も
終
わ
り
、
新
年
度
の
行
事
も
日
白
押
し
で
す
。
取
材

を
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

（谷
口
久
美
子

・
川
原
瑞
穂

・
堂
尾
菊
美
）
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―   , 記念武典災グ初費会 令和7年 3月 7日④
17: 30-20:00

令和7年 3月 8日①
ll :00-12:00

8:30-15:30

ホテルニュー長崎

カ トリック浦上天主堂 献茶式
出島メッセ長崎・ コンベンションホール

濃茶席・薄茶席・拝服席・点心席

原爆落下中心地碑前

お家元 ご―行様 支部長・支部役員他

献茶式及パ記念茶会

※切躍升千羽籍    令和7年 3月 7日①



長
崎
県
支
部
設
立
六
十
五
周
年
並
び
に
青
年
部
設
立

十
五
周
年
の
記
念
式
典

・
祝
賀
会

・
献
茶
式

・
記
念
茶

会
は
二
〇
二
五
年

（令
和
七
年
）
三
月
七
日

。
人
日
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
〇
二
五
年
が
、
長
崎
被
爆
八
十
年
の
節
目
の

年
に
な
る
こ
と
で
、
「長
崎
よ
り
平
和
と
安
寧
」
を
祈
り
、

浦
上
天
主
堂
に
て
、
表
千
家
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
を
お

迎
え
し
て
献
茶
の
ご
奉
仕
を
賜
り
、
併
せ
て
記
念
茶
会

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

初
日
の
七
日
、
お
家
元
が
長
崎
到
着
後
、
原
爆
落
下

中
心
地
碑
に
、
献
花
の
ご
奉
仕
を
賜
り
、
ま
た
お
家
元

自
ら
折
ら
れ
た
千
羽
鶴
を
加
え
て
二
万
羽
の
千
羽
鶴
を
、

長
崎
県
支
部
、
九
州

・
山
口
各
県
支
部
の
会
員
と
と
も

に
お
供
え
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員

の
皆
様
方
、
大
変
感
激
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

同
日
夕
刻
か
ら
の
記
念
式
典
、
祝
賀
会
で
は
、
お
家

元
ご

一
行
、
地
元
の
大
石
長
崎
県
知
事
、
鈴
木
長
崎
市

長
を
は
じ
め
、
各
界
を
代
表
す
る
来
賓
の
方
々
、
そ
し

二
〇
二
五
年
五
月

て
、
九
州

・
山
口
、
遠
く
は
関
西
方
面
か
ら
も
同
門
会

支
部
役
員

。
会
員
が
参
加
さ
れ
、
長
崎
県
支
部
会
員
と

合
わ
せ
て
三
五
〇
人
を
超
え
る
皆
様
が
、
鏡
開
き
、
長

崎
く
ん
ち
の
迫
力
あ
る

「龍
踊
り
」
を
楽
し
み
な
が
ら
、

歓
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

献
茶
式
は
人
日
の
十

一
時
か
ら
浦
上
天
主
堂
神
父
様

の
お
導
き
に
よ
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
な
か
、
お
家
元

猶
有
斎
宗
匠
の
お
献
茶
の
ご
奉
仕
が
始
ま
り
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
三
〇
〇
人
を
超
え
る
会
員
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
が
、
天
主
堂
で
の
献
茶
式
を
初
め
て
拝
見
さ
れ
、

感
動
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
お
家
元
ご

一
行
を
お

世
話
さ
れ
た
池
永
参
与
と
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
念
茶
会
の
会
場
は
、
二
〇
二
二
年
の
新
幹
線
開
通

と
合
わ
せ
て
完
成
し
た

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」
三
階
の
大
ホ
ー
ル
を

「濃
茶
席
」

「
薄
茶
席
」
「
拝
服
席
」
「点
心
席
」
に
分
け
て
設
け
ま

し
た
。
約
六
〇
〇
名
の
お
客
様
を

「
一
期

一
会
」
の
精

神
と

「
お
も
て
な
し
」
の
心
で
、
歓
待
し
ま
し
た
。
移

動
が
容
易
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
席
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
よ
う
で
す
。
こ
の
ホ
ー
ル
を
使
う
お
茶
会
の
試
み
は

初
め
て
で
、
広
い
空
間
を
い
か
に
雰
囲
気
よ
く
醸
し
出

す
か
、
其
々
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
濃
茶
席
担

当
さ
れ
た
下
川
顧
間
と
崎
陽
会
と
水
屋
の
皆
さ
ん
、
薄

茶
席
担
当
さ
れ
た
円
田
特
別
参
与
、
副
島
参
与
と
皆
さ

ん
、
拝
服
席
担
当
さ
れ
た
青
年
部
の
皆
さ
ん
と
ご
指
導

役
の
立
本
参
与
、
点
心
席
担
当
さ
れ
た
金
谷
参
与
と
浅

田
参
与
と
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
周
年
行
事
は
、
支
部
設
立
六
十
周
年
並
び
に

青
年
部
設
立
十
周
年
事
業
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延

し
、
取
り
や
め
に
な

っ
た
こ
と
で
、
会
員

一
同
大
い
に

盛
り
上
が

っ
た
こ
と
で
し
た
が
、
準
備
段
階
か
ら
周
到

な
計
画
で
望
ん
で
、
裏
方
の
総
務
で
奮
聞
さ
れ
た
森
参

与
、
事
務
局
を
引

っ
張

っ
て
き
た
太
田
副
支
部
長
、
岩

倉
事
務
長
、
幹
事
、
幹
事
補
佐
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
相

談
役
で
し
た
山
田
副
支
部
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
地

道
な
努
力
の
結
晶
で
し
た
。

献
茶
奉
賛
会
長
を
快
く
引
き
受
け
て
頂
い
た
田
上
富

久
様
に
は
、
大
所
高
所
か
ら
様
々
な
ご
助
言
を
賜
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

何
よ
り
も
二
日
間
と
も
、
天
の
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。

好
天
で
し
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
が
安
心
し

て
担
当
分
野
を
全
う
で
き
た
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

長
嬌
県
支
絲
設
立
六
十
重
周
年

並
び
に
青
年
郡
設
立
十
五
周
年

表千家同門会長崎県支部

支部長 松 田 賢一
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友
十
祭
同
田
会
　
長
埼
屎
丈
部

雑

長
埼
県
丈
郵
設
立
六
十
二
月
年
、
言
年
部
設
立
十
二
月
年
、
裁
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
蕊
よ

う
お
況
い
を
や
し
上
げ
ま
す
。
■
念
す
べ
き
こ
の
目
を
４
え
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
お
口
野
一
丈
部
長
様

は
じ
め

歴
代
丈
部
長
様
、
え
部
後
員
の
野
揉
オ
、
青
年
部
後
員
の
普
線
オ
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
カ

の
場
物
と
存
じ
ま
す
。

会
買
の
野
隷
方
に
ｔ
、
六
十
二
年
の
チ
み
を
し
っ
か
り
と
胸
に
き
ざ
ま
れ
、
新
た
な
る
一
歩
を
歩
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
存
し
ま
す
。

長
埼
県
丈
部
、
言
年
部
の
（
後
益
々
の
ご
秀
え
を
お
折
り
し
、
お
況
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

本
を
七
年
二
月
七
日

表

十

祭

同

門

会

撃
薯
負

二
木

町
　

宣

行

お
泥

い

永
今
家
ｎ
呵
参
　
扶́
崎
ネ
史
郷
　
御
†

史
邦
薇
ユ
六
十
五
周
年
ユ
″
に
今
年
邦
薇
二
十
五
河
年
、
だ
か
ら
お
泥
い
や
ｔ

上
げ
ま
す
。
管
稀
の
ご
健
ゑ
予
泥
に
、
ネ
ネ
に
衡
け
マ
ま
す
ま
す
の
ざ
禿
ゑ
を

お
竹
り
い
た
に
ま
す
。

永
十
家
ｎ
呵
（
　
揺
同
呆
史
郷

史
郷
扶
　
０
あ
辻
　
佗
Ｒ

表千家同門会

理事長 三木町宣行宗匠より祝電
表千家同門会 福岡県支部
支部長 西高辻信良様より祝電

金
閣

工
半

・

「

●

・ T。 ,

■●

、●ヽ ●
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周
年
に
よ
せ
て

奉
賛
会
長
を
お
引
き
受
け
し

て

松
田
賢

一
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
電

話
で
奉
賛
会
長
の
お
話
を
聞
い
た
時
に

は
正
直
驚
き
ま
し
た
。
「
茶
道
の
門
外

漠
の
私
に
で
す
か
？
」
と
思
わ
ず
問
い

返
し
ま
し
た
。
「
そ
れ
は
問
題
な

い
」

と
い
う
答
え
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
松

田
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
お
話
と
い
う

こ
と
が
最
大
の
理
由
で
、
奉
賛
会
長
と

い
う
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
Ａ
フ
、
記
念
行
事
を
終
え
て

あ
ら
た
め
て
、
有
難
い
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
お
引
き
受
け
し
て
か
ら
は
、昔向

校
時
代
の
一夜
漬
け
よ
ろ
し
く
本
や
テ
レ

ビ
で
茶
道
の
こ
と
を
か
じ
つ
た
り
、宇
治

に
行

っ
た
時
は
石
国
で
抹
茶
を
挽
く
体

験
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
松
田
さ
ん
ご

夫
妻
の
配
慮
で
、
ず
」
自
宅
に
お
何

い
し
て

奥
様
に
お
点
前

の
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
と
て
も
良
い
思
い
出
で
す
。

そ
し
て
本
呑
。
若

い
お
家
元
の
近
く

で
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
時
間
は
と

て
も
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。
も
ち
ろ

ん

一
夜
漬
け
の
私
に
は
目
に
見
え
る
動

き
し
か
見
え
ま
せ
ん
。

い
い
え
、
日
に

見
え
る
動
き
さ
え
も
よ
く
見
え
て
い
ま

せ
ん
。
で
も
、
そ
の
奥
に
深

い
心

の
世

界
が
あ
る
こ
と
は
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

こ
そ
が
茶

の
湯
の
本
質
な
の
だ
ろ
う
と

思

い
な
が
ら
、
そ
の
場
に
い
さ
せ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
し
た
。

長
崎
市
長
と

い
う
大
役
を
終
え
た
後

も
、
平
和

の
こ
と
を
考
え
る
機
会
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
考
え
が
世
界
情
勢

の
よ
う
な
外

の
世
界
に
向
か
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、　
一
方
で
自
分
自
身
や
人

間
の
心
の
あ
り
方
と

い
う
内

の
世
界
に

向
か
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
心

の
平

和
」
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
状
況
で
も

最
後

の
平
和
は
訪
れ
な

い
と
思
う
か
ら

で
す
。
そ
の
意
味
で
茶

の
道
が
平
和
に

通
じ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ

り
ま
せ
ん
。

お
家
元
に
爆
心
地
で
献
花
し
て
い
た

だ

い
た
こ
と
、
浦
上
天
主
生
で
献
茶
し

て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

も
被
爆
八
十
年
と

い
う
節
目
の
年
に
お

家
元
を
お
迎
え
し
て
表
千
家
同
門
会
長

崎
県
支
部

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が

一
つ

に
な
れ
た
こ
と
。
ど
れ
も
が
平
和
に
つ

な
が
る
、
と

て
も
意
味

の
あ

る

一
歩

だ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
ｏ

ど
●
●
今
●
ムア
す
０
本
マ
ウハ

一
Ｘ
Ｘ
Ｘ
一■
＾
らヾ
ヽ
ア
ア
ン
？
◆
ｔ
４Ｖ
守
オア
マ
一

周
年
事
業
を
終
え

て

今
回
は
実
行
委
員
長
と
し
て
事
業
に

臨
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
立
場
か
ら
所
感
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
今
ま
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
携

わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
詳
細
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
指
示
命
令
系
統
を
確
立
さ

せ
な
け
れ
ば
ま
と
も
に
運
営
が
で
き
な

い
事
業
が
多
か

っ
た
中
で
、
今
回
の
事

業
は
私
に
と

つ
て
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

大
枠
が
決
ま
れ
ば
、
後
は
会
員
の
皆
様

が
夫
々
な
す
べ
き
こ
と
を
ご
理
解
さ
れ

事
務
局
と
協
議
の
上
準
備
が
進
み
、
当

日
も
実
に
素
晴
ら
し
い
運
営
を
さ
れ
て

い
る
様
は
流
石
だ
な
あ
と
感
心

い
た
し

ま
し
た
。
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
会
員
の

皆
様
が
大

々
さ
れ
た
ご
尽
力
が
実
を
結

ん
だ
事
業
で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と

思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
み
な
ら
ず
、

他
支
部
か
ら
の
皆
様
に
も
喜
ん
で
い
た

だ
け
た

の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。

ま
さ
に

一
座
建
立
を
日
の
当
た
り
に
さ

せ
て
い
た
だ

い
た
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
も
と
に
会
員
の
皆
様
と
と

も
に
研
鑽
を
積
み
、
長
崎
県
支
部

の
さ

ら
な
る
発
展
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸

い

で
す
。
会
員

の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た

し
ま
す
。

一ｋ

‐‐‘
ズ
Ｘ
／
イ
一・ｔ
●
一＼
マ
　
く
ヽ
Ｆ
ｉ
オ
ｋ
オ
シ
◆
◇
●
◇

イ^
ア
望
０
あ
本
心
マ

周
年
記
念
行
事
を
終
え

て

待
ち
に
待

っ
た
六
十
五
周
年

・
青
年

部
十
五
周
年
無
事
開
催
出
来
て
、
本
当

に
感
慨
深
い
も
の
が
有
り
ま
す
。
前
回

五
年
前
の
周
年
、
私
は
当
時
事
務
長
の

表千家同門会長崎県支部

奉賛会長 田上 富久

表千家同門会長崎県支部

副支部長 山田  晃

表千家同門会長崎県支部

副支部長 太田 典子
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任
務
で
し
た
。
準
備
万
端
本
番
を
待

つ

ば
か
り
、
他
県
支
部
も
茶
券
代
振
込
完

了
、
と
こ
ろ
が
全
国
的
に
広
ま

っ
た
新

型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
無

念

の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
始
末
に
翻
弄
さ
れ
た
日
々
を
思

い
起

こ
せ
ば
、
今
回
開
催
が
出
来
て
涙

が
出
る
思

い
で
し
た
〔）

六
十
五
周
年

の
日
程
を
検
討
し
た
時
、

そ
の
年
が

「
被
爆
八
十
年
」
の
年
と
な

る
こ
と
で

「
長
崎
よ
り
平
和
と
安
寧
を

祈
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
浦
上
の
地
で
と

献
茶
式
を
浦
上
天
主
堂
に
お
願

い
い
た

し
ま
し
た
。
他
に
平
和
を
祈
る
と
考
え

た
時
、
原
爆
落
下
中
心
地
慰
霊
碑
前
で

お
家
元
に
献
花
を
お
願

い
し
、
千
羽
鶴

を
お
供
え
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。
例

年
開
催
の
九
州
山
口
事
務
連
絡
会
議
会

場
担
茎
が
、
昨
年
度
長
崎
だ

っ
た
こ
と

も
有
り
、
会
議

の
中
で
各
県
支
部
に
千

羽
鶴
製
作
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
福
岡

県
支
部
事
務
長
よ
り
、
お
家
元
に
も
千

羽
鶴
を
お
願

い
し
た
ら
と

い
わ
れ
ま
し

た
が
、
当
初

「
い
や
―
そ
れ
は
頼
め
ま

せ
ん
。
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
き
全
国
よ
り

欲
し

い
と
言
わ
れ
ま
す
」
と
冗
談
め
い

て
話
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
の

不
審
奄
よ
り
千
羽
鶴
が
送
ら
れ
て
ま

い

り
ま
し
た
。
献
茶
担
当

の
不
審
奄
森
先

生
の
ご
尽
力

の
お
蔭
で
、
郵
送
物
を
開

封
し
千
羽
鶴
が
出
て
き
た
時

の
事
務
局

一
同
の
感
激
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も

祝
賀
会

で
お
家
元
が
十

羽
ぐ

ら

い
は

折

っ
た
と
お
話
し
さ
れ
て
、
更
に
大
喜

び
し
ま
し
た
。

千
羽
鶴
製
作
で
は
、
各
県
支
部
と
の

絆
も

一
層
深
ま

っ
た
の
で
は
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

先
日
五
月
に
講
習
会
講
師
で
来
崎
さ

れ
た
菅
田
宗
匠
も
形
の
悪

い
鶴
は
自
分

の
で
し
ょ
う
と
話
さ
れ
て
、
不
審
奄

の

方

々
に
も
お
手
伝

い
頂

い
た
こ
と
深
く

感
謝

い
た
し
ま
し
た
。

前
日
の
式
典

・
祝
賀
会
で
は
、
お
家

元
の
赤

い
法
被
姿
で
の
鏡
割
り
、
出
し

物

の
五
島
町

の
龍
踊
り

「
も

っ
て
こ

い
―
も

っ
て
こ
い
！
」
で
他
県
支
部
参

加
者
を
感
動
さ
せ
、
人

い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

お
献
茶
式

の
浦
上
天
主
堂
で
は
、
荘

厳
な
中
で
お
家
元
の
お
献
茶
に
、
感
動

し
涙
が
出
た
と
県
内
外

の
皆
様
よ
り
嬉

し
い
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。

お
茶
席
会
場
と
な

っ
た
出
島
メ
ッ
セ

長
崎

コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル
は
、
広

す
ぎ
て
各
席
の
設
置
を
如
何
に
す
る
か

で
、
何
度
も
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
持

ち
ま
し
た
が
、
準
備
当
日
も
修
正
等

で

右
往
左
往
、
髪
振
り
乱
し
て
の
二
日
間

で
し
た
。

皆
様
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
違

っ
た
お
席
で

楽
し
ま
れ
た
こ
と
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

色
々
不
行
き
届
き
な
点
は
有

っ
た
か

と
思
い
ま
す
が
、無
事
終
了
し
ま
し
た
こ

と
、
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

へ
◆^
●
・Ｖ↓ヽ↓
６ヽ
てＶ
！や^
‘、ヽ
てＶ
ア一
一■^
ｋ？（ヽ
ｔ
ｉｋ）０
■
オ）

同
門
会
六
十
五
周
年
を
迎
え
ら
れ
て

お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
多
勢

の

方

々
が
表
千
家
茶
道
を
学
ば
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
っ
周
年
行
事

で
は
浦
上
天

主
堂
で
お
家
元
の
御
献
茶
が
行
な
わ
れ

又
長
崎
駅
近
く

の
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で

は
三
階
を
あ
ま
ね
く
使

い
茶
席
を
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

皆
様

の
思

い
出
深

い

一
日
だ

っ
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
来
茶
席
か
ら
遠
の
い
て

い
た
為
参
加
出
来
ず
に
と
て
も
残
念
な

気
持
で

一
杯
で
ご
ざ

い
ま
す
。

今
後
青
年
部
の
活
躍
も
楽
し
み
に
し
、

更
な
る
同
門
会

の
発
展
を
お
祈
り

い
た

し
て
い
ま
す
。

（
入
Ｔ
，
ス
ア
一ｘ
一一ヽ
今
■
ｋ
Ｖ
，
ら
卜
〉
゛
（
Ｙ
や

ッヽ
（
ｋ
ヽ
小
オ
■
一Ｘ
ウ
⌒
ツ（
氏
↓
ム
▼
一
イ，Ｘ
ッ

二
〇
二
〇

（令
和
三
）
年
長
崎
県
支

部
設
立
六
十
周
年
記
念

の
会
の
た
め
藤

木
支
部
長
以
下
役
員
そ
の
他

の
方

々
の

準
備
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

コ
ロ
ナ
ー９
感

染
症
の
全
世
界
的
流
行
の
た
め
止
む
を

得
ず
中
止
と
な
り
、
毎
年
早
く
と
用
意

さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
と
う
と
う

六
十
五
周
年
記
念
と
な
り
よ
う
や
く
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
支
部
長
以

下
の
皆
様
方

々
の
努
力
は
大
変
な
も

の

で
し
た
⑤
七
日
に
お
家
元
は
来
崎
さ
れ
、

被
爆
八
十
年
で
原
爆
落
下
中
心
地
碑
に

花
輪
と
千
羽
鶴
を
お
供
え
に
な
り
ま
し

た
。
夜

の
歓
迎
会
は
余
興
に
く
ん
ち

の

龍
踊
も
あ
り
盛
会
好
評
で
し
た
。
八
日

は
浦
上
天
主
堂
で
お
家
元
の
献
茶
式
が

厳
か
に
行
わ
れ
印
象
深

い
も

の
で
し
た
。

一
方
広
く
ま
と
ま

っ
た
出
島
メ
ッ
セ
長

崎
で
は
、
お
濃
茶
席
は
下
川
顧
間
、
長

崎
崎
陽
会

の
男
性
会
員
に
よ
り
、
お
薄

茶
席
は
佐
世
保
か
ら
ご
不
自
由
な
円
田

特
別
参
与
が
自
ら
出
ら
れ
、
拝
服
席
は

表千家同門会長崎県支部

特BU顧問 諸谷 篤生

表千家同門会長崎県支部

顧間 井手  聰
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将
来
を
担
う
青
年
部
会
員
、
学
校
茶
道

部
の
生
徒
さ
ん
で
も
て
な
さ
れ
ま
し
た
．

お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
は
、
青
年
部
発
会

式
に
若
宗
匠
と
し
て
来
ら
れ
、
こ
の
度

は
お
家
元
と
し
て
若

い
皆
さ
ん
と
写
真

を
撮
ら
れ
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
記
念
茶
会
は
無
事
に
終
了

い
た
し

ま
し
た
。
し
か
し
待
ち
ま
し
た
五
年
間

は
や
は
り
年
を
経
て
い
て
色

々
な
出
来

事
、
変
化
が
皆
に
あ

っ
て
、
私
も
知
力
、

体
力
が
衰
え
て
何

の
寄
与
す
る
こ
と
も

出
来
ず
恐
縮
し
、
皆
様
に
感
謝
、
感
服

い
た
し
て
お
り
ま
す
〓
ま
た
五
年
ご
と

の
会
に
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
有
難
う

御
座

い
ま
し
た
。

◆
⇔
●

＼
ｆ

，
一
Ｘ

、マ

Ｘ
Ｖ
●

ィ

◆
＾
Ｘ
く
マ

・
フ
，
●

　

↑
‥
′士

一

今
回
の
周
年
事
業
で
私
が
最
も
感
銘

を
受
け
た
の
は
、
被
爆
八
十
年
浦
上
天

主
堂
に
お
け
る
ミ
サ
形
式
の
お
家
元
献

茶
で
し
た
。

献
茶

一
時
間
前
、
別
館
の
家
元
控
室

周
囲
は
異
様
な
緊
張
感
で
満
ち
て
い
ま

し
た
。
お
家
元
の
献
茶

へ
の
並

々
な
ら

ぬ
集
中
力
が
周
囲
を
圧
倒
し
て
い
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
献
茶
Ｄ
お
家
元
の
静

か
な
お
点
前
で
点
て
ら
れ
た
濃
茶

・
薄

茶
が
、
司
祭
に
よ
り
聖
柩
に
供
え
ら
れ

ま
し
た
。
献
茶
後
お
家
元
は
、
ほ

っ
と

し
た
柔
和
な
表
情
に
戻
ら
れ
た
様
に
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の
感
激
を
う

ま
く
形
容
す
る
言
葉
が
私
に
は
見

つ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
数
日
し
て
、
「
祈

り
」
と
言
う
言
葉
が
頭
に
浮
か
び
ま
し

た
。
そ
う
だ
―

「
心
か
ら

の
祈
り
を

献
げ
る
お
家
元

の
献
茶
だ

っ
た

の
だ
」

と
、
自
分
自
身
で
納
得
し
た
次
第
で
す
。

オ
ヘ　
＼）
イ◆
）^ア
イ
　
　
　
サ◆
′ヽ　
ｘ̈
●
Ｘ
ィ０
＼
ア
≡　
トイ
ｋ
ヽ

長
崎
県
支
部
設
立
六
十
五
周
年

・
青

年
部
設
立
十
五
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

記
念
式
典

で
多
く

の
方
と
出
会

い
、

同
志
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
た

こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し

い
思

い
出
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
節
日
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
支
部
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
対
し

心
か
ら
敬
服

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
振
り
返
り
、
皆
様
と
と
も
に

未
来
に
向
け
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い

ま
す
．
「
和
敬
清
寂
」
の
精
榊
を
胸
に
、

茶
道

の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
支
部

の
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。
和
の
心
で
人
々

を
結
び
、
敬

い
の
心
で
互

い
を
尊
重
し
、

清
ら
か
な
心
で
日
々
を
過
ご
し
、
寂

の

心
で
静
か
に
自
分
を
見

つ
め
る
。
こ
の

精
神
が
、
私
た
ち
の
活
動
の
基
盤
と
な

り
、
未
来

へ
の
道
を
照
ら
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
っ
私
自
身
も
、
こ
の
精

神
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
文
部
の
皆
様

と
と
も
に
活
動
を
支
え
て
い
き
た

い
と

思

い
ま
す
。

（一

ｋ
Ｉ
Ｘ
‘
ヽ
，
ｒ
　
ヽ
ズ

く
∵
ゝ
メ

ィ
オ
ィ
●
ゝ
く
ヽ
■
■●
■

ｒ
●
　

＼
ヤ

こ
の
度

の
周
年
記
念
行
事
は
、
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
顧
間
に
就
任
し
て
か

ら
初
め
て
の
経
験
で
し
た
、）
と
り
わ
け
、

猶
有
斎
宗
匠
に
お
会

い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
、
そ
し
て
浦
上
天
主
堂

で
の
献
茶
式
で
宗
匠
の
お
点
前
を
間
近

で
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で
の
お
茶
席

に
は
、
作
法
も
未
熟
な
ま
ま
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
各
お
席
を
担

当
さ
れ
て
い
る
皆
様

の
お
も
て
な
し
の

心
と
、
行
き
届

い
た
準
備
を
感
じ
る
お

茶
席

の
運
営
な
ど
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
っ

い
ま
世
の
中
が
大
き
く
変

化
し
て
い
る
時
代
に
あ
り
ま
す
が
、
お

茶

の
文
化
を
守

っ
て
い
く
こ
と
が
と
て

も
大
切
な
事
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
二
日
間
で
し
た
っ

オ
Ｘ
●

へ
（
＼
ヽ
フ（
（
ゝ
よ
ぺ
ヽヽ
　

Ｘ
，
ｘ
ゞ
へ↓ｘ
ヽ
χ
，

Ｘ

ぺ
Ｘ
ｒ
一ィ〈
〉一
て

待
望
の
支
部
設
立
六
十
五
周
年
茶
会

は
、
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠

の
原
爆
落
下

中
心
地
碑

へ
の
献
花
、
浦
上
天
主
主

で
の
お
献
茶

の
奉
仕
を
賜
わ
り
ま
し

た
。

怠
」
参
考
ま

で
に
昭
和
四
十
五
年

表千家同門会長崎県支部

顧問 行成 壽家

表千家同F]会長崎県支部

顧問 水嶋 英治

表千家同門会長崎県支部

顧問 安達健太郎

表千家同門会長崎県支部

特号U参与 友田 久平
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一
九
七
〇
年
に
即
中
斎
宗
匠

の
平
和
祈

念
像

の
献
茶

の
ご
奉
仕

の
想

い
出
が
あ

り
ま
す
）

記
念
茶
会
は
新
し
い
出
島
メ
ッ
セ
長

崎

の
二
階
を
会
場
と
し
て
濃
茶
席
、
薄

茶
席
、
拝
服
席
、
点
心
席
と
し
て
新
し

い
時
代

の
記
念
茶
会
で
し
た
。

会
場
周
辺
に
は
新
幹
線

の
長
崎
駅
、

ホ
テ
ル
、
商
業
施
設
が
あ
り
他
県

の
出

席
者
も
多
く
、
新
し

い
長
崎
を
満
足
し

て
い
た
だ

い
た
と
思

い
ま
す
。

ご
担
当
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

Ｗ
，
■
メ
▼
ｔ
●
メ
▼
本Ｖ
◇
●
今
犬
ギ
一
▲́
，
い●
ワ
（ｆ
ｔ
◆
卜
）本
入
／ヽ一
マ
●
●
ｘ，
大¢
Ｘ◆
今

家

元

係

ま
し
た
。

お
家
元
の
接
待
係
で
は
、
椅
子
で
の

お
も
て
な
し
に
戸
惑

い
な
が
ら
、
お
茶

を
お
出
し
し
ま
し
た
。
皆
様
方

の
笑

い

声
が
、
水
屋
ま
で
聞
こ
え
て
、
和
気
謁

謁

の
御
様
子
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。

行
き
届
か
な
か

っ
た
所
も
あ

っ
た
と

思

い
ま
す
が
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
得
ま
し
た

こ
と
を
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
お
茶
会
が
続

い
て
行
き
ま
す

よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

●
トン
↑
●
・●
＾
メ
▼
◆
‘

●
●
↓
●
入）
４一一卜
ｉ
一ヽ
イ
◆
（
Ｉ
マ
↑
つ
く，
●
Ａ一Ｘ
）^
！
，

総

務

係

十
年
振
り
の
大
行
事
を
控
え
、
事
務

局
は
膨
大
な
仕
事
量
に
追
わ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
私
は
与
え
ら
れ
た
総
務
係

と
し
て
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
努
め
ま

し
た
。
ま
ず
会
場
は
、
大
ホ
ー
ル
を
仕

切

っ
た
四
つ
の
部
屋
の
ど
れ
も
灰
色

の

無
機
質

の
空
間
で
す
。
そ
れ
を
茶
室
ら

し
く
設
え
る
に
は
ど
う
し
た
も

の
か
？

事
務
局
と
席
主

の
方

々
と
も
相
談
し
、

濃
茶
席
は
濃
茶
ら
し
く
…
…
と
創

っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
茶
会

の
案
内
を

し
た
処
、
瞬
く
間
に
膨
れ
上

っ
た
数
の

参
加
者
を
、
限
ら
れ
た
時
間
と
空
間
の

中
で
愉
し
ん
で
頂
く
に
は
ど
う
し
た
ら

良

い
か
、
考
え
―
迷

い
―
結
果
、
各
個

人

の
時
間
割
を
作
ら
せ

て
頂
き
ま
し

た
。
又
予
報
で
は
雨
天
の
標
が
消
え
ず
、

六
百
本
も

の
濡
れ
た
傘
を
ど
う
お
預
り

し
た
も

の
か
悩
み
ま
し
た
が
、
取
り
越

し
苦
労
に
終
わ
り
、
天
の
助
け
も
頂

い

て
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。お
客
様
始
め
携

っ
て
下
さ

っ
た
全
て

の
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

●
◇
４
Λ
ｉ
′０
人
Ｘ
一ヽ

ヽ
Ｘ
一シ●
◆
＾
Ｘ
ヽ
●

サ
●
■

，、Λ
イ●
Ｃ
ｔ
●
●
れ
）う
＾

周
年
行
事
に
関
わ
ら
せ
て
頂
き
、
経

験
あ
る
支
部
役
員
諸
先
生
方
の
導
き
と

ご
助
言
を
頂
き
、
又
多
く
の
会
員
様
の

各
担
当
で
の
ご
協
力
、
幹
事

。
幹
事
補

佐

の
細
や
か
な
準
備
で
無
事
終
え
る
事

が
出
来
ま
し
た
事
に
、
安
堵
と
共
に
心

よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
は
お
家
元
自
ら
も
折

っ
て
頂

い
た
二
万
羽
と

い
う
千
羽
鶴
が
九
州

・

山
口
各
県

。
当
県
か
ら
お
寄
せ
頂
き
、

長
崎
か
ら
平
和
と
安
寧
を
祈
り
鎮
魂

の

心
が
と
ど

い
た
事
と
信
じ
ま
す
。
小
審

奄
は
じ
め
、
各
県
支
部
様
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

又
、
各
席
主
様
に
は
六
百
名
と

い
う

お
客
様
を
お
受
け
頂
き
ま
し
た
事
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
こ
の
度

の
様

々
な
経
験
を
大

切
に
し
て
、
次
に
繋

い
で
い
け
れ
ば
と

願

っ
て
お
り
ま
す
。

（Ｖ
●
、ｋ
ワ
＼ア
一
一，
マ
◆
●
入ケ
オ
大
ヽ
ウ（
一●

く、工
大
〉
◇
↓
卜
ｖ
◆
′、ソ
↓
本
▼●
今
′、フ

|

膚

、

六
十
五
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。被
爆
八
十
年

の
今
年
、
浦
上
教
会
で

の
お
献
茶
に
、
意
義
深

い
も
の
を
感
じ

表千家同門会長崎県支部

参与 池永  翠

表千家同門会長崎県支部

参与 森  洋子

表千家同門会長崎県支部

事務長 岩倉 洋子
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表千家同門会長崎県支部

顧問 下川 達 ;爾

感
謝

に
か
え

て

お
濃
茶
席

の

一
郭
を
担

っ
た
炉
縁

『鋭
道
枕
木
以
古
材
造
』

は
、
長
崎

の

旧
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も

の
で
長
崎

駅
整
備

の
折

の
材
で
あ
る
と

い
う
っ

箱
書
か
ら
は
加
賀

の
指
物
師
で
、
楽

怪
入
や
久
田
宗
也
と
も
親
交
が
あ

っ
た

長
谷
川
良
斎
が
、大
正
十
二
年
全
九
二
三
）

に
作

っ
た
も
の
で
あ
る
。
丁
度
こ
の
年

は
上
海
航
路
が
開
か
れ
た
時

で
あ
り
、

長
崎
駅
か
ら
約

一
ｋｍ
先

の
出
島
岩
壁
に

向
う
臨
港
鉄
道
敦
設
と
長
崎
港
駅
建
設

の
あ
わ
た
だ
し

い
時
期
で
も
あ
る
り

そ
こ
に
は
こ
れ
を
契
機
に
長
崎

の
発

展
を
願
う
長
崎
茶
人
が
、
今
回
の
周
年

行
事
と
同
様
に
、
今
後
に
期
待
を
込
め

て
作
ら
せ
た
も

の
で
あ

っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

一
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表千家同門会長崎県支部

崎陽会 篠 田 正昭

記
念

茶
会

を
終

え

て

令
和
三
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た

「
長

崎
県
支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
茶
会
」

が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
非
常
に
残
念
な
思

い
で
し
た
が
、

こ
の
度

の
六
十
五
周
年
記
念
茶
会

の
開

催
に
あ
た
り
、
長
崎
県
崎
陽
会
に
濃
茶

席
お
手
伝

い
の
話
を

い
た
だ
き
非
常
に

光
栄
な
こ
と
と
茶
会
に
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
茶
会
は
、
初
め
て
の

「
出
島

メ
ッ
セ
長
崎
」

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
の
開
催
と

い
う

こ
と
で
、
多
く

の

お
客
様
を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
行
き

届
か
な

い
点
も
多

々
あ

っ
た
か
と
思

い

ま
す
が
、
お
席
に
お
越
し

い
た
だ

い
た

皆
様
方
か
ら

「
い
い
お
席
で
し
た
」
と

御
礼

の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
十
年

ぶ
り

の
記
念
茶
会
が
盛
会

の
う
ち
に
終

了
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

支
部
役
員

・
実
行
委
員
の
皆
様
、
記

念
行
事
お
疲
れ
様

で
し
た
，

一一・・一
ｉ一′
ｉ
ユ

一
　

・
一一
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r

薄

茶

席

表千家同門会長崎県支部

特丹J参与 円田 幸子

記
念
茶
会
を
振
り
返

っ
て

令
和
七
年
三
月
七
、
八
日
に
表
千
家

同
門
会
長
崎
県
支
部
茶
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

支
部
設
立
以
来
、
記
念
茶
会
は
開
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
佐
世
保

の
会
員
が

席
主
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
佐
世
保
支
部
人
組
の
会
員

に
と
つ
て
は
、
格
別
な
待
望
の
茶
会
で

し
た
。

居
住
地
が
県
北
で
長
崎
か
ら
遠
距
離

だ

っ
た
為
、
道
具
の
持
ち
込
み
、
会
員

の
移
動
、
人
数
不
足
な
ど
諸

々
の
条
件

が
整
わ
な
か

っ
た
等

々
事
情
が
あ

っ
た

の
で
し

ょ
う
。
五
年
前

の
支
部
設
立

六
十
周
年

の
時
に
、
人
組
で
薄
茶
席
を

担
当
し
て
は
如
何
か
…
…
と
の
声
を
か

け
て
頂
き
、
人
組
の
資
格
者
有
志
相
集

い
相
談
の
結
果
、
思
い
切

っ
て
頑
張

っ

て
み
ま
し
ょ
う
と
意
見
が
ま
と
ま
り
、

懸
釜
の
決
心
が
で
き
ま
し
た
。
茶
会
の

日
時
を
年
明
け
て
令
和
二
年
四
月
と
決

ま

っ
た
と
こ
ろ
へ
、
ク
コ
ロ
ナ
感
染
症
″

が
飛
び
込
ん
で
き
て
開
催
中
止
、
延
期

と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
茶
会
自
体
も
開
か
れ
な
い
ま

ま
五
年
が
経
過
し
、
設
立
六
十
五
周
年

と
な
る
今
年
、
改
め
て
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
人
組

の
メ
ン

バ
ー
二
十
人
人
は
胸
躍
ら
せ
て
三
月
七

日
か
ら
長
崎

へ
道
具
と
共
に
乗
り
込
ん

で
準
備
に
か
か
り
ま
し
た
。

翌
八
日
の
茶
会
で
は
、
お
客
様
に
和

や
か
な
雰
囲
気
で
美
味
し
い
お
茶
を
差

し
上
げ
喜
ん
で
お
帰
り
頂
く
こ
と
に
努

め
ま
し
た
。

お
陰
様
で
関
係
者
皆
様
か
ら
素
晴
ら

し

い
と
お
褒
め
の
こ
と
ば
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。
運
営
、
事
務
局

の
方

々
に
は
、

何
か
と
ご
助
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。

茶
室
内
に
は
猶
有
斎
宗
匠
が
襲
名
な

さ

っ
た
直
後
に
書
き
下
ろ
し
て
下
さ

っ

た

『歓
無
極
』
の
お
軸
を
飾
ら
さ
せ
て

頂
き
、
予
定
通
り
に
進
み
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
（
『嘉
辰
令
月

歓
無
極
』

出

典

「和
漢
朗
詠
集
し

こ
の
度
の
茶
会
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
関
係
者
皆
様

の
素
晴
ら
し
い
ご
努
力
と
運
営
力
の
お

陰
様
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
で
す
。

佐
世
保
は
六
十
五
周
年
で
初
め
て
、

円
田
先
生
が
お
薄
席
を
お
受
け
頂
き
、

人
組
の
先
生
、
社
中
の
皆
様
で

一
つ
と

な
り
、
お
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

前
日
の
御
席
設
定
で
は
、
広
い
空
間

を
、
お
薄
席
ら
し
く
す
る
為
、
大
変
苦

労
致
し
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
ソ
シ
ア

・

出
島
メ
ッ
セ
長
崎
の
方
々
の
お
陰
で
出

来
た
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

他
県
か
ら
多
数
の
ご
出
席
を
賜
り
、

長
崎
と
国
際
交
流
の
あ

っ
た
異
国
の
御

道
具
を
取
り
入
れ
、
皆
様
に
お
喜
び
頂

き
ま
し
た
。

円
田
先
生
も
全
席
お
努
め
頂
き
、
嬉

し
い
事
で
し
た
。

一
席
五
十
二
名
で
六
百
名
も
の
お
客

様
と
伺
い
ま
し
た
が
、
事
務
局
、
森
参

与
の
き
め
細
か
い
配
慮
で
名
簿
を
お
作

り
頂
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
事
が
出
来

ま
し
た
。
水
屋
、
お
逗
び
の
方
々
の
ご

協
力
に
も
感
謝
致
し
ま
す
。

沢
山
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
ス
テ
ッ
プ
と
、
勉
強
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
◆
◆
・
）
や
◆
ｉ
↓
ふ
ヽ
Ｘ
Ｘ
Ｙこ
⌒Ｘ
いエ
ム
メ
．◆
，
●
●
゛
■

守あ
）Ｌ
今ヽ
今

表千家同門会長崎県支部

参与 副島 武子

表
千
家
同
門
会
長
崎
県
支
部
設
立

六
十
五
周
年
、
青
年
部
設
立
十
五
周
年

記
念
式
典

・
茶
会
を
盛
会
裡
に

一
連
の

行
事
が
無
事
に
終
わ
ら
れ
、
松
田
支
部

長
始
め
、
実
行
委
員
の
皆
様
の
お
慶
び

と
と
も
に
ご
安
心
な
さ

っ
た
事
と
存
じ

ま
す
。

◆
◆
↓
，
゛
〓

Ｖ^
す

工^

や
◆
◆
◆
◆
↓
４
●
●

▼
手
●
ヤ◆
◆
●
●
●
●
●
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Ｖ
，

青
年
部
設
立
十
五
周
年
に
あ
た
り
、

支
部
周
年
行
事
と
共
に
記
念
茶
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

私
を
含
む
現
役
員
に
と

っ
て
、
周
年

行
事
で
席
主
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
は
ほ
ぼ
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、

支
部
の
先
生
方
、
そ
し
て
諸
先
輩
方
の

ご
指
導
ご
協
力
の
お
陰
で
盛
会
の
裡
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
初
め
て
の
大
役
に
悩
み
、

三
責
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
日
も
あ

り
ま
し
た
が
、
青
年
部
の
仲
間
と
力
を

合
わ
せ
、
会
の
成
功
を
喜
び
合
え
た
３

は
か
け
が
え
の
な
い
経
験
で
し
た
。
ま

た
、
発
会
よ
り
青
年
部
を
支
え
て
頂
い

表千家同門会長崎県支部

青年部長 津田 寛子

た
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
や
先
生
方
に
、
成
長
し

た
青
年
部
の
姿
を
お
見
せ
で
き
た
事
が

何
よ
り
の
恩
返
し
に
な

つ
た
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。

０

，

長
崎
ら
し
い
唯

一
無
二
の
献
茶
式
。

そ
れ
を
受
け
て
の
拝
服
席
と
い
う
事
で

カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
の
雰
囲
気
、
長

崎
の
歴
史
を
大
切
に
し
、
そ
し
て
平
和

へ
の
願

い
を
込
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様

の
心

の
中
の
小
さ
な
と
も

し
び
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

■ 工 奪

止
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表千家同門会
長崎県支部設立65周 年
青 年 部 設 立 15周 年

記念式典・祝賀会

ヽで・

″

祝
賀
会
係

天
候
に
も
恵
ま
れ
先
人
先
達
の
諸
先

生
、
会
員
に
守
り
継
が
れ
又
長
年

の
ご

指
導
と
茶
道
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
売
び

に
感
謝
し
な
が
ら
支
部
設
立
六
十
五
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
祝
賀
会

の
お
手
伝

い
で
し
た

が
、
猶
有
斎
宗
匠
お
家
元
ご

一
行
様
始

め
県
内
外
か
ら
予
想
以
上
の
お
客
様
を

お
迎
え
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

長
崎
ら
し

い
演
し
物

・
料
理
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
に
は
と
考
え
、
文
部
長

は
じ
め
事
務
局
役
員
様
方

の
協
力

の
も

と

を
龍
踊
″
と
な
り
ま
し
た
ｃ

龍

ば

や
し

や

″
モ

ッ
テ

コ
ー
イ

ク

ク
モ
ッ
テ
コ
ー
イ
つ

の
掛
声

で
会
場
全

体
盛
り
上
り
県
産
酒
で
乾
杯
ｃ
海
の
幸
、

皿
ウ
ド
ン
等

々
食
し
て
頂
き
、
前
夜
祭

の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の

で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
ｃ

今
後
共
会
員

一
同

一
丸
と
な
り
、
表

千
家
長
崎
県
文
部
の
更
な
る
発
展
に
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
努
力
し
、　
一
服

の
茶
味
を
楽
し
ん
で
ま

い
り
た

い
と
思

い
ま
す
．

表千家同門会長崎県支部

参与 浅田美穂子
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ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
日
本
原
水
爆
被

爆
者
団
体
の
受
賞
の
年
と
な
り
、
長
崎

に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届
き
ま
し
た
。

被
爆
か
ら
八
十
年
、
長
崎
か
ら
平
和

≡
■
半
丈
子

松

ｄ

を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
お
家
元
猶
有
斎
宗
匠
が

「
原

爆
落
下
中
心
地
碑
」
に
剣
着
す
る
と
、

不
審
奄

の
方

々

・
九
州
山
口
県
の
会
員

様
か
ら
届

い
た
千
羽
鶴

「
二
万
羽
」
を

お
供
え
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
長

崎
か
ら
平
和
を
」
の
思

い
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
長
く
長
崎

市
長
と
し
て
平
和
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

田
土
奉
賛
会
長
様
か
ら
の
落
下
地
点

の

説
明
も
あ
り
、
多
く
の
参
列
者
が
聞
き

入

っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
翌
日
の
浦
上
天
主
堂
で
の
献
茶

式
、
厳
粛
な
雰
囲
気

の
中
で
県
内
外
か

ら
集
ま

っ
た
同
門
会
員
三
〇
〇
人
が
お

家
元
猶
有
斎

の
お
点
前
に
見
入

っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
後
出
島
メ
ッ
セ
長
崎

へ
の
移
動
、

シ

ャ
ト

ル
バ

ス
の
中

で
は
会
員
様

の

「
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
」
と

の
声
が

多
く
聞
か
れ
、
熱
気
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

今
平
和
で
暮
ら
せ
な

い
人
々
が
多
く

心
が
痛
み
ま
す
。
こ
の
度

の
長
崎
県
支

部
周
年
行
事

の
平
和

へ
の
祈
り
が
、
多

く

の
人
々
に
届
く
こ
と
を
願

っ
て
や
み

ま
せ
ん
．

拝
服
席
と
机
賀
会

の
担
当
を
致
し
ま

し
た
が
、
長
崎
ら
し

い
卓
松
料
理
を
用

意
し
、
出
し
物

の
龍
踊
も
賑
わ

い
ま
し

た
．
拝
服
席
も
青
年
部

・
高
校
生
の
手

伝

い
も
あ
り
こ
れ
か
ら
の
な

い
世
代
が

楽
し
み
で
す
（）
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Ｘ
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点

心

席

表千家同門会長崎県支部

参与 金谷 佐代

令
和
七
年
二
月
八
日
、
こ
の
度
表
千

家
同
門
会
長
崎
県
支
部
設
立
六
十
五
周

年
記
念
茶
会
が
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
で
開

催
さ
れ
、
点
心
席
を
十
組
と
二
組
で
担

当
致
し
ま
し
た
。
点
心
席
二
四
〇
席
に

対
し
、
六
〇
〇
名
を
超
え
る
お
客
様
を

お
迎
え
致
し
、
関
係
者

一
同
に
と

つ
て

喜
び
で
し
た
。

点
心
席
で
は
、
県
外
か
ら
の
来
訪
も

あ
る
の
で
、
業
者
の
方
と
も
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
、
角
煮
な
ど
長
崎
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
け
る
お
料
理
を
提
供
致

し
ま
し
た
。
お
食
事
の
ひ
と
と
き
に
は
、

お
客
様
か
ら
各
茶
席
や
お
料
理
に
つ
い

て
の
楽
し
い
話
を
伺

っ
た
り
、
嬉
し
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
交
流

の
場
と
な
り
、
準
備
の
苦
労
も
報
わ
れ

る
思
い
で
し
た
。

一
方
で
、
反
省
点
と
し
て
は
、
会
場

が
広
く
、
や
や
殺
風
景
な
印
象
に
な
り

ま
し
た
。
生
花
や
装
飾
な
ど
で
、
よ
り

一
層
華
や
か
さ
を
、
工
夫
す
る
必
要
が

あ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て
、
今
回
の
経
験
を
活

か
し
て
参
り
ま
す
。

貴
重
な
機
会
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。
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